
 

 

 

 

 

       公益財団法人 福島県区画整理協会  発 行 人 / 遠 藤 光 一     

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

新年あけましておめでとうございます 

⾼齢化率全国トップクラスの⾦⼭町、昭和村の地域創⽣計画の検証
と、⼈⼝減少が⽌まらない須賀川市、喜多⽅市の⽴地適正化計画策定
に外部委員として参画している。地域活性化アベノローカルミクス。
地⽅は放置空き家・空き地の顕在化が著しい。 

イソップ寓話の「ハーメルン」は笛吹き商⼈が⼀気に村から⼦供達
を連れ去ってしまうものだ。今、私にはその笛が経済第⼀主義の空虚
な⾳⾊に聞こえる。結果、美しい⼭河、⽂化、コミュニティを忘れて
きたのではないか。⼩⼿先の縦割り交付⾦施策ではこの流れは変えら
れない。 

改めて幸福を明確にイメージできる⻑期的な総合⾏政、そして市⺠
が誇りを持って楽しく⼀緒に汗かく実戦こそがまちづくりであるよ
うに思う。⾃分を育ててくれた故郷の⼼象⾵景と宝物を紐解き、慈し
み守りたい。美しい奥会津を村⺠⼀丸となって情緒的に作り上げた映
画「ハーメルン」の舞台となった昭和村旧喰丸⼩学校の記念館が今年
落成する。 

平成 30 年１/１発行 

理事長 遠藤 光一 

須賀川市と覚書を締結致しました 
当協会と須賀川市は平成 29 年 10 ⽉ 2 ⽇、県内の市として初め

て「都市計画及びまちづくりの推進に向けた覚書』を締結しました。
覚書は、市の都市計画とまちづくり推進を図るための相互協⼒に

ついて定め、お互いに必要となる情報交換や協議・協⼒を⾏うとと
もに、協会は市に対して技術的な発⾔や提案、ノウハウの提供など
技術⽀援を⾏って参ります。その具体的な内容については、今後双
⽅で協議して決定することになります。また１０⽉１９⽇当協会理
事⻑が、⽴地適正化計画策定協議会の委員⻑に選任委嘱されました。

1/3 が空き家の金山町大志 

大規模補修中の喰丸小学校 

「ハーメルンとまちづくり」 

新春号 

協会職員一同 

須賀川市との締結 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行／公益財団法人 福島県区画整理協会 

〒963-8014 

郡山市虎丸町６番１６号 NK 第２ビル 

ＴＥＬ：024-921-5000 / 921-5027 

ＦＡＸ：024-921-8383 

ＵＲＬ：http://wwwfukushima-kukaku.or.jp

編集後記 

まちづくり三県サミットとは、平成２７年度より公益⽬的事業とし
て⼟地区画整理事業等まちづくりを実施している福島県区画整理協
会と岐⾩県都市整備協会、⿅児島まちづくり⼟地区画整理協会におい
て、より積極的な事業の推進と情報共有を⾏うため開催することを趣
旨として、今年は猪苗代町のホテルリステル猪苗代に於いて平成２９
年１０⽉１２⽇（⽊）県内で初めて開催致しました。円滑な事業推進
と情報共有を⽬的に毎年開催しており、今年で３回⽬となります。各
団体から２５名が参加し、意⾒交換を⾏いました。 

 

 

平成 29 年度地域づくり交流会（福島県主催・当協会共催）が、
11 ⽉ 30 ⽇郡⼭市にて開催されました。（120 名参加）交流会
は 3 部構成で、第 1 部は弘前⼤学⼤学院地域社会研究科⻑・教
育学部教授の北原啓司⽒より『まち育てに必要な覚悟』と題し
てご講演いただきました。第 2 部の事例発表では、当協会でも
地域づくり活動⽀援事業で⽀援している、会津北⽅⼩⽥付郷町
衆会の伊関聡様より『⼩⽥付の景観まちづくり』を、県⼟⽊部
まちづくり推進課主任主査湯⽥様より『地域づくりへの参画
⼟⽊部職員も応援し隊』の発表を⾏いました。第 3 部は、地域
づくり団体の⽅々を中⼼に⾃由交流が⾏われました。 
交流会終了後、市内某所において当協会主催の有志参加による
意⾒交換会が盛⼤に催されました。 

地域づくり活動⽀援事業では、平成 29 年度分の採択件数は３件となりました。３件中２件は初
めての特例措置対象事業（千葉⼤学と連携した⽯川町中⽥区のランドスケープ計画と実践活動、⼤
学と連携した須賀川南部地区における景観形成及び賑い創出の調査研究）、１件は⼀般対象事業（絵
本等を仲⽴ちにした⼩さな拠点となるまちづくり交流事業）への⽀援⾦交付となりました。

４⽉に居住制限・避難指⽰解除準備区域が解除された富
岡町（平成 5 年から当協会が⽀援している曲⽥⼟地区画
整理事業地区内）で進められていた富岡駅の整備が完成
し、10 ⽉ 21 ⽇ JR 常磐線⻯⽥駅〜富岡駅間の運転を６年
７カ⽉ぶりに再開しました。富岡駅は、津波で被災したた
め、元の場所から約 100m 北側に駅前広場とあわせて移
転新築され、富岡町の復興がますます進むことが期待され
ています。 

平成の元号としては、残り２年を切りましたね。 

昭和生まれとしては、平成と次の元号で３つの時代を生き
る事となるのですが…。平成で何かやり残した事、皆さん
はありませんか？私はいくつかありますねぇ(゜゜) 

 新年を迎えて、気持ちを新たに、何か新しい事にチャレ
ンジしてみるのも良いかもしれませんね(^_-)-☆(南口) 

駅とさくらステーション「KINONE」 

三県サミット会議中 

1 部 北原氏の講演 


